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はじめに
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FCVの優位性の一つが、長い航続距離と充填時間の短かさである。従って、
安全を担保しつつガソリン車並みの短時間（３～５分程度）で充填する急速
充填技術（充填プロトコル）の技術開発が重要である。

しかし、この急速充填技術は技術的な難易度（プレクール温度コントロール、
流量/昇圧率コントロール）も高く、実用性に富んだプロトコルとしないと、水
素ステーションの設備費が高価になってしまう為、クルマ側とインフラ側と共
同で密に連携しながら研究開発を行うことが必要である。

さらに、FCVは国際商品であり、世界のどこにいっても同一のインターフェース
で接続（コネクタ規格）し、安全性が確認された充填プロトコル（プロトコル規
格）で充填されることが必要であり、この規格の国際標準と国内規格の調和、
国際連携は非常に重要である。

はじめに
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水素充填とは
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水素充填とは

水素のようなガス体を容器に充填すると、外部からエンタルピ（エネルギ）を与える
ことになり、容器内のガス温度は上昇する。ＦＣＶが目指している急速充填（水素
５ｋｇ/３分充填）をすると、放熱が追い付かずに、容器内のガス温度は一時的に
大幅に上昇することになる。
⇒温度が上昇するということは、圧力も比例して上昇するということ。

従って、安全に急速充填するには、容器の安全使用範囲（温度/圧力）に入るよ
うな充填方法（充填プロトコル）を考慮する必要がある。また、この温度上昇を防
止する為に、水素を冷却して充填するプレクール技術が非常に重要である。

放熱は容器のタイプ（ライナー材質）に依存する。コストと重さからＦＣＶはタイプ４
（樹脂ライナー）が多く採用されているが、放熱が悪く充填の観点では不利。
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・圧力上昇率

目標：28.2MPa/min

実際：27.55MPa/min

・充填終了圧力

ST側：67.10MPa

FCV側：66.5MPa

・水素ガス温度

開始時：19.1℃

本充填開始時：-20.3℃
15秒時点：-32.9℃

16秒時点：-33.2℃
・タンク温度：77.9℃（MAX）

主たる充填時間

タンク温度

充填初期圧力

充填開始

水素充填中の圧力・温度の変化
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車載容器の安全使用範囲

容器は、下記の使用範囲を前提にして設計している（国際基準（GTR13）に適用）。
従って、安全性担保の為この範囲を越えないような充填が必要である

圧力値は70MPa容器の場合

Overfill 又は過充填

旧

旧
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＜参考＞容器の安全上から考慮すべき範囲と事象

考慮すべき範囲と事象は下記の３つである。

＜過昇温＞
８５℃以下。容器のFRP層の樹脂の軟化を防止。
但し、制限温度は容器内ガス平均温度で規定しており、タンク内壁温度は放熱
によりそれより低い。従って、容器内ガス平均温度が８５℃を超えたとしても、即
危険となるわけではない（越えて良いわけでは無い）が、この３項目中では安全上
一番重要な事象である。

＜過昇圧＞
８７.５MPa以下（７０MPa容器）。容器の破裂を防止。
容器則では破裂圧は７０MPa×２.２５＝１５７.５MPであり余裕がある。
８７.５MPaを超えたとしても即危険となるわけではない（越えて良いわけでは無い）。

＜Overfill 又は過充填＞
 法規上の過充填禁止の対応。
（但し、かつての日本の法規ではSOCの概念が無かったため、Overfill=過充填とは言えなかった）

容器の破裂圧と比べるとかなり低い圧力であり、過充填になっても、それ自体は
強度的にはまったく問題ない（法規的にはNG）。
安全性の観点で問題となるのは、アラスカのような低外気温下で過充填された
容器をアリゾナのような高外気温下に運搬すると、過昇圧となる可能性がある為。
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容器の充填圧力とステーションの圧力の関係 （NWP70MPでの例）

Maximum Operating Pressure(MOP)

82MPa 82MPa/70MPa

87.5MPa

現行日本基準
（常用圧82MPaスタンド）

国際基準

Nominal Working Pressure (NWP)
70MPa  (15℃の時の圧力)

Maximum Fueling Pressure (MFP)
87.5MPa

＜水素ステーション＞ ＜クルマ（容器）＞

常用圧常用圧

公称使用圧力（GTR容器）
70MPa(15℃の時の圧力)

最高充填圧力
87.5MPa(GTR容器)/70MPa(KHK容器)

(株)タツノ 提供イラスト

国際基準

日本基準

GTR容器：GTR13準拠
（国際圧縮水素自動車燃料装置用容器*）
*2014年5月容器に係る容器則改正

KHK容器：KHK0128準拠
（圧縮水素自動車燃料装置用容器）

Systemによる(95MPa程度）
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2016年2月に法律が改正され、温度が常温に下がって70
MPa以下になるのであれば、充填中に、一時的に70MPa
（上限82MPa）を超えた圧力で充填できるようになった。

→ただし、国際基準（GTR）に適用された容器のみ。
従来基準（KHK0128）の容器は70MPaを超えられない。

今後、各ステーションで順次確認検査を実施し、82MPa対応
に切り替わっていく。

→ 82MPa対応ステーションで、従来基準（KHK0128）の容器
に充填すると、70MPaを超えてしまい法規違反になる。
（容器の安全性上は問題ないが。。。。）

常用圧82MPaステーション/GTR容器での水素充填

82MPa （日本のステーションの常用圧）
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充填プロトコルとは
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（誰でもアクセスが可能な）

商用ステーションでの水素充填で、考慮しないといけない点

あらゆる気象条件で
・外気温は？ （-40℃～＋50℃の範囲を想定）

 ・供給燃料温度は？（ノンプレクールの場合は、外気温とイコールではない）

不特定多数の車に
 ・どの容器基準に適合したタンクか？ 最高充填圧力は？
 ・タンク容量は？
 ・充填前のタンク(充填前のタンク初期圧力)は空？ ほぼ満タン？
 ・充填前の走行状態(充填前のタンク初期温度)は？（長時間駐車？長時間走行？）

追充填も想定して
・追充填かどうか？（直前に、どんなステーションで充填していたか？）

商用ステーションで使えるのは、上記の想定をすべて考慮した充填プロトコルのみ。

車載容器の安全使用範囲内で充填を終了させるには、あらゆる状態を想定
する必要がある。

１） 初期状態 ：充填直前のタンクの状態（タンク内の水素ガス温度と圧力）
２） 充填方法 ：充填プロトコル（充填による水素ガス温度上昇と圧力上昇）



13

水素充填規格（SAE J2601/JPEC-S 0003）の概要・特徴

＜概要＞
・米国自動車技術会（SAE）が定める通信充填を含めた高圧水素充填の規格。
・安全にかつ効率的な充填のための水素ディスペンサーに対する性能要求・制約要件。
・本規格に基づいて、日本基準であるJPEC-S 0003を定めた。
・ISOでも水素ステーションの国際規格にSAEJ2601/JPEC-S 0003を引用した。

基本的充填手順 （ルックアップテーブル（Lookup Table）方式）

①ルックアップテーブルとは
・充填圧力区分、プレクール温度区分ならびに容器容量区分に応じて、目標圧力上昇率
と目標圧力が外気温度と容器初期圧力に対して表形式（ルックアップテーブル）で提示
されている。

②充填方法
・定められた圧力上昇率（目標圧量上昇率）で充填
⇒どのタンク容量でも同一条件（入力エネルギー比）で充填が可能

      ⇒どのタンク容量でも充填時間は同じ(２輪(小容量)も大型車も原則は同じ充填時間)
・目標圧力上昇率はルックアップテーブルに従って、外気温度から決定される。
③充填終了
・目標圧力に達したら、充填を終了。目標圧力はルックアップテーブルに従って外気温度

 及び充填前の容器内初期圧力から決定される。
（通信充填の場合は、上記に加えて、充填率が100％に達したら、充填終了）
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ルックアップテーブル（Lookup Table）

充填圧力区分(H70/H35)     
供給燃料（プレクール）温度区分(T40/T30/T20)
容器容量区分(2-4kg /4-7kg/7-10kg (H70の場合))
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JPEC-S0003 記載（ SAE J2601 Lookup Tableから引用）の参照表例

ルックアップテーブル方式の充填手順（充填プロトコル）

日本の業界自主基準であるJPEC-S 0003はSAE J2601で定められた
Lookup Tableを引用して参照表を規定している。
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＜参考＞充填プロトコルの基本的な考え方

各々の最悪ケースを足し算で安全マージンを積み上げて、充填プロトコル（圧力上昇率
/停止圧力）をシミュレーションで見積もり、安全性検証試験(実機)で確認している。

＜圧力上昇率＞
過昇温が懸念されるのは、初期の容器内ガス温度が一番高く、かつ放熱性の
悪い容器に充填した場合。従って、マージンを大きく取る為、下記の最悪の前提
条件の組み合わせで圧力上昇率を見積もる。
１） 容器内ガス温度は外気温より１５℃高いと仮定。
２） 充填開始圧力は充填量が多い（与えられるエネルギが多い）２MPaから。
３） 放熱性が一番悪い、タイプ４（樹脂ライナー）容器を使用。

＜停止圧力＞
過充填が懸念されるのは、初期の容器内ガス温度が一番低く、かつ放熱性の
良い容器に充填した場合。従って、マージンを大きくとる為、下記の最悪の前提
条件の組み合わせで停止圧力を見積もる。この時の停止圧力は、過昇圧が問題
ない位に低い。
１） 容器内ガス温度は外気温より１０℃低いと仮定。
２） ここから、アウトバーンを全開走行し、ガス温度が－４０℃低下すると仮定。
３） 放熱性が一番良い、タイプ３（金属ライナー）容器を使用
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＜参考＞充填プロトコルの基本的な考え方 （補足）

・各社の車両実験のデータから
容器内ガス温度を、
外気温度の+１５℃-α/-１０℃
と仮定

Step①
最悪の前提条件の組み合わせで、過
昇温（８５℃）を越えない圧力上昇率を
見積もる。

Step②
最悪の前提条件の組み合わせで、
Step①で求めた圧力上昇率で過充填
にならない停止圧力を見積もる。

外気温度

容
器
内
ガ
ス
温
度

時間

容
器
内
ガ
ス
温
度

・ガレージでの暖房、冷房を考慮し、
夏のガレージは２５℃
冬のガレージは１５℃

と仮定

外気温度と容器内ガス温度の関係

Lookup Table見積り手順
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通信充填とは

＜通信充填の目的＞

１） 充填率（SOC）の向上。満タン（SOC100％）を狙った充填が可能。
２） 車載タンクの異常時に充填を中止（終了）することが出来る。

・車載タンク内のガス温度（と圧力）を水素ステーション側で把握することで、SOC100％を狙った
充填が可能となる（非通信充填はマージンを取って、早めに充填終了している）。
・車載タンクの異常を車両側が検知して、アボート信号を出すため、安全面でも有利。
・充填速度（昇圧率）は非通信充填と同一であり、充填時間が短縮されることはない。
なお、昇圧率が同一の為、通信が途切れても、継続して充填が可能。

通信規格そのものは、SAEJ2799で規定
されている。

IR（赤外線）を使って、各車両情報やタンク内
情報を水素ステーションに送信。

車両⇒水素ステーションへの一方向のみ
（相互通信ではない）。
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充填プロトコル規格
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JPEC-S 0003 (2012)

JPEC-S 0003 (2014)

JPEC-S 0003 (2016)

JPEC-S 0003 (2021)

JPEC-S 0003 (2023)

JPEC-S 0003 (2025)

ISO 19880-1（202003）

ISO 19885-1（202405）

ISO 19885-3（2025）

SAE J2601 （201003）

SAE J2601 （201407）

SAE J2601/5 （202402）

SAE J2601 （2025）

SAE J2601 （201612）

SAE J2601 （202005）

SAE J2799 （200705）

SAE J2799 （201404）

SAE J2799 （201912）

SAE J2799 （202406）

SAE J2799 （2025） ISO 19885-2（2026）

SAE（米国）

提案

引用

引用

バス（10㎏超）

貢献

提案 提案

MFツイン充填 MFツイン充填

協調

MC 
Fomula

黒：プロトコル規格
青：通信規格
赤：規格制定中

各規格の関係
JPEC（日本）

ISO（国際）
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適用要件 JPEC-S 0003 （2016）

燃料装置用容器
国際圧縮水素

自動車燃料装置用容器
圧縮水素

自動車燃料装置用容器

基  準 本文（2014） ＊ 付属書 I ＊ 別添資料（2012）
充塡圧力区分 『35MPa』級 『70MPa』級 『70MPa』級 35MPa 70MPa

容器容量区分

2～4 kg

10 kg超 なし2.4～4.2 kg 4～7 kg

4.2～6.0 kg 7～10 kg

初期圧力範囲 0.5～35 MPa 0.5～70 MPa 0.5～70 MPa 2～30 MPa 2～60 MPa

通信充塡 有り・なし なし

供給燃料温度区分

-40～-33 ℃ -40～-33 ℃ -40  ～ -33   ℃
-33～-26 ℃ -40～-26 ℃ -22.5 ～ -17.5℃
-26～-17.5 ℃ -40～-17.5 ℃

外気温度（℃） -40℃ ～ 50 ℃

JPEC-S 0003 （2012/2014/2016） の概要

JPEC-S 0003とは安全かつ効率的な充塡を実施するための具体的で包括的な業界自主基準
である。水素ステーションではJPEC-S 0003に従って充塡を行わなければいけない。

JPEC-S 0003（2016)の構成詳細

＊1 別添資料（2012）も適用可
＊2 最新のJPEC－S0003（2016）では10kg超の充塡（FCバス等）に対応した圧縮水素充塡技術基準「付属書1」を追加。
「付属書1」では容器容量区分を「10kg超」の１区分とし、供給燃料温度制御（プレクーラー）のフレキシビリティを
  高めるため、JPEC-S（2014）と異なる供給燃料区分を設定。

1 2

T40
T30
T20

プレクール有のみ

決められたタンク容量のみ
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JPEC-S 0003 (2012)

JPEC-S 0003と充填性能確認ガイドライン

JPEC-S 0003 (2014)

JPEC-S 0003 (2016)

ガイドラインでの試験項目 

• 昇圧率選択型充填性能
• 高昇圧率充填性能
• 低昇圧率充填性能

圧
力

ガイドラインでの試験項目 

• 通信確認検査
• 通信充填 昇圧率選択型充填性能
• 容積推定精度確認検査
• 非通信充塡 昇圧率選択型充塡性能確認検査
• 通信・非通信移行確認検査
• 高昇圧率充塡性能確認検査
• 低昇圧率充塡性能確認検査
• フォールバック充塡性能確認検査
• トップオフ充塡性能確認検査

ホンダ、新型燃料電池自動車「CLARITY FUEL CELL」市販予定車を世界初披露

圧
力

圧
力

ガイドラインでの試験項目 

• 通信確認検査
• 通信充塡 圧力上昇率選択型充塡性能確認検査
• 容積推定精度確認検査
• 非通信充塡 圧力上昇率選択型充塡性能確認検査査
• 通信・非通信移行確認検査
• 高圧力上昇率充塡性能確認検査
• 低圧力上昇率充塡性能確認検査
• 継続充塡性能確認検査

http://livedoor.blogimg.jp/kuro_sta/imgs/e/1/e1eb2550.jpg

市街地での70MPa充填

82MPa充填

82MPa FCバス充填

：省略可能試験
（2014との重複）

http://carview.yahoo.co.jp/news/motorshow/20151028-10232822-carview/2/
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwiC0aSjodbLAhUONpQKHedaCEwQjRwIBw&url=http://blog.livedoor.jp/kuro_sta/archives/2015-02-06.html&psig=AFQjCNEBcEXmAK-Abv3po16NIbVg0j1WUA&ust=1458803654573691
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FCV用の水素ステーションでバス充填をした場合

FCV（容量5㎏）用充填に向けて設計された水素ステーション（300Nm/h：6台/時間）で、
バス（容量20㎏）用充填を行うと、供給能力が足らず、間欠的な充填になってしまう。

→バスを本格運用する為には、バス用充填（充填量）を考慮した設計が必要

3

5

12

20

10 33

差圧
充填 蓄圧（5kg/7分）

充填

30

差圧充填＋蓄圧 差圧充填＋蓄圧 時間（分）

充填量（kg）

差圧
充填

（参考）連続20kg対応
ステーションの場合

20

◆ 充填時の圧力上昇率は、いずれも APRRtarget
※1: 充填をそのまま継続した場合は、APRRtarget（平均流量）を

維持できず、下限昇圧率1MPa/分で充填終了。
→満タンになる前に充填終了

※1

バス用充填を考慮して
設計した水素ステーション
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JPEC-S 0003 （2021） ： MCフォーミュラ充填

基本的充填手順 （MCフォーミュラ（MC Formula）方式）

①MCフォーミュラとは
・ ルックアップテーブル方式は供給温度区分毎にコンサバティブに設定した圧力上昇率
で充填するが、MCフォーミュラは実際の供給ガス温度の変化に応じて逐次最適な圧力
上昇率を算出しながら充填を行う事で、充填時間の短縮を図る充填方法。

②充填方法
・充填中の供給ガス温度から質量平均温度（MAT）を算出して目標充填時間を更新

⇒ディスペンサーの冷却具合に応じて最適な充填時間が得られる
・目標充填時間は外気温毎に定められた3次関数にMATを与えて算出する。
③充填終了
・ルックアップテーブル方式同様に供給温度区分（T40/T30/T20）毎に
非通信充填用の目標圧力テーブルと通信充填用の圧力制限テーブルが設定されている。
・非通信充填時は圧力目標値に達したら、充填を終了。
・通信充填時はディスペンサーの目標SOCに到達、もしくは圧力制限値で充填を終了

＜概要＞
・Honda R&D Americas, Incが開発した水素充填プロトコル。
・SAE J2601(2020)にて水素充填規格として正規採用。
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ルックアップテーブル方式とMCフォーミュラ方式の充填時間の比較
充填圧力区分：70MPa、容器容量4-7Kg
通信充填において、外気温：25℃で充填前の容器初期圧力：5MPaの場合

ルックアップテーブルは
T40/T30/T20の温度帯毎に
コンサバティブな充填時間が
決まる

MCフォーミュラは
T40/T30/T20各温度帯の
上限温度よりも
質量平均供給ガス温度が下が
る程充填時間が短縮される

下限充填時間

＊ 充填完了圧力 = 87.5MPa相当
として充填時間を算出

MCフォーミュラ方式の充填時間短縮効果
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JPEC-S 0003 （2023） ： MC-MM充填

基本的充填手順 （MC-MM（MC multi map）方式）

①MC-MMとは
・大多数のカスタマーをカバーできる標準状態（初期圧23MPa）を対象として

4分以内の充填を提供する事を前提に、状況に応じてプレクーラ温度を緩和する事で
ステーション運営コスト低減を図る事を目的としたプロトコル。

②充填方法
・充填開始時にディスペンサーの熱マスと冷却度合いからサーマルマスレシオを算出し、
車両の初期条件に合わせてプレクーラ温度目標値を切り替えて充填を開始する。
・車両のタンク初期圧とサーマルマスレシオから最適な充填テーブルを選択。

⇒テーブルを2条件から16条件に増やし、より細分化された条件で最適化。
・充填および終了制御はMC Formulaと同等。
③待機制御
・充填後も1分毎にサーマルマスレシオを算出し、プレクール温度を制御。
ディスペンサーが冷えた状態や低外気温時はプレクール温度を緩和T20レベルまで緩和。

＜概要＞
・2017年度NEDO事業においてENEOS・トキコシステムソリューションズ・本田技術研究所
の3社で開発された水素充填プロトコル。
・JPEC-S 0003(2023)にて水素充填規格として規格化。
・SAEの次期改定(2025)にてMC-MMをベースとした新制御法が提案されている。
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充填初期圧力および充填開始時に算出したサーマルマスレシオに応じて、
容器容量毎に設定された16枚のテーブルから最適なテーブルを選択して充填

100% 80% 60% 40%

0.5MPa テーブル(1,1) テーブル(2,1) テーブル(3,1) テーブル(4,1)

5MPa テーブル(1,2) テーブル(2,2) テーブル(3,2) テーブル(4,2)

10MPa テーブル(1,3) テーブル(2,3) テーブル(3,3) テーブル(4,3)

15MPa テーブル(1,4) テーブル(2,4) テーブル(3,4) テーブル(4,4)

充填初期圧力
サーマルマスレシオ

𝑇𝑀𝑟𝑎𝑡𝑖𝑜 =
(𝑇𝑡𝑢𝑏𝑒 − 𝑇𝐻𝐸𝑋)

(𝑇𝑎𝑚𝑏 − 𝑇𝐻𝐸𝑋)
×
𝑇𝑀𝑡𝑢𝑏𝑒

5.58

TMtube : ディスペンサーの熱マスの実測値(kJ/K)

Ttube ： ブレークアウェイ近傍の接続ブロック温度(℃)

THEX ： プレクーラ温度(℃)

5.58 ： SAE J2601 Appendix Hot Caseの熱マス(kJ/K)

サーマルマスレシオの算出式

JPEC-S0003(2023)添付より表を引用

MC-MM方式の充填手順（充填プロトコル）
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充填性能確認ガイドライン
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水素ステーションの充填性能確認ガイドラインの策定

FCV等に充填をおこなう水素ステーションが、その充填技術を規定した圧縮水素充填技
術基準【JPEC-S 0003】に対応可能な充填性能を有していることを確認するための評
価項目や手法を提案する

2. 圧縮水素充填技術基準と充填性能確認ガイドラインの関係

充填技術に
関する
要求事項

非対応事項
および
参照事項

管理すべき
基本的な要件

管理すべき
基本的な要件

管理すべき要件
に関する具体的
要求事項および

J2601に対応した
性能に関する要件

J2601以外の
付加的要件

完成検査

充填性能
確認試験

SAE J2601 例示基準 JPEC-S 0003 （完成検査） 充填性能確認
ガイドライン

HySUT G0003

規格・基準 検査要求仕様策定の指針 検収内容策定の指針

1. 充填性能確認ガイドライン策定の目的
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標準（自主基準） ガイドライン

Pair

充填プロトコル規格
(JPEC-S 0003 )

充填性能確認ガイドライン
(HySUT-G0003)

HySUT G0003 (2024)

JPEC-S0003 (2012)
JPEC-S0003 (2014)
JPEC-S0003 (2016) 
JPEC-S0003 (2021)
JPEC-S0003 (2023)

JPEC-S 0003と充填性能確認のガイドラインの対比
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充填流量の制御

(1) 充填流量が上限値を超えていないか

圧力上昇率の制御

(1)圧力上昇率が制御範囲で制御されているか

(2)逸脱時に自動停止するか

充填圧力の制御

(1)充填圧力が上限値（停止圧力）以下であるか

H
2
流
量

流量制御範囲
60g/s以下

主な検査条件

H
2
温
度

ガス温度制御範囲

主たる充填時間

デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
圧
力

容
器
温
度

圧力上昇率制御範囲
目標値 +7MPa以下

-2.5ＭＰａ以上

圧力上昇率目標値

ディスペンサ圧力

容器温度

圧力上限値

（停止圧力）

充填性能確認ガイドライン（2014）の概要

圧縮水素ガスの温度制御

(2) 逸脱時に自動停止するか、若しくは通信充
填の場合フォールバック運転に移行するか

(1)30秒後のガス温度が制御範囲内に維持さ
れているか

主な検査項目

昇圧率選択型充填性能確認検査

高昇圧率充填性能確認検査

低昇圧率充填性能確認検査
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水素充填評価装置
（HySUT号）
→2015年度末 運用完了

目的
① 充填解析手法の検証、充填プロトコルの適正さ検証
②水素ステーションにおいて、充填プロトコル

(SAE J2601準拠JPEC-S 0003：高圧ガス保安法)に
従った制御性の確認等の水素充填性能の確認

水素充填時の詳細データーを収集するための

水素充填評価装置（HySUT号）

充填プロトコルでの規定

●一定昇圧速度制御、
  ３分充填制御
●-40℃水素冷却
●目標停止圧力での
 充填停止制御
●通信充填技術

充填性能確認試験/充填評価装置

70MPa超 水素充填評価装置

（HySUT２号）

⇒2017年１月完成、運用開始

32

項目 HySUT2号 基本仕様

製作目的
JPEC-S 0003(2014)、

充填性能確認ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ(2014)の確認

容器 GTR容器

充填圧力 87.5MPa以下

実施可能試
験

5kg（10kg ）充填
5kg×2回連続充填

計測項目 充填流量、温度、圧力
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HySUT4号（水素充填試験車両）車両概要 全体写真

【主な仕様】

・タンクはType4
・230リットル（水素量9.4kg）を9本搭載
（最大充填量85kg）
・タンクは手動弁を操作することで、

1本から利用可能
（3本なら28kg、6本なら56kgなど）
・モジュール筐体内の温度を40℃に
調整可能（ホットソーク試験対応）
・レセプタクルはMF用2個
・水素エンジン車（構内走行可能）
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 JPEC-S0003 （2025） 

HDV用水素充填プロトコルの取り組み
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JPEC-S 0003 （2025） ：ツインノズル充填プロトコルの概要

・最大流量を1.5倍とし、2系統のツインノズル充填とすることで3倍の流量を確保
・2系統の連携は必要だが、充填プロトコルそのものは従来と一緒
・コンポーネント（ホースやブレイクアウェイ、配管、流量計など）が流用可能

１）HDV用仕様の定義（※）
⚫ 車両の水素積載量：～100kg
⚫ 充填時間（初期圧10MPa）：10～15分
⚫ 平均水素流量：5～7.5kg/分（LDVの3.9～4.3倍）

２）コネクター（ノズル＋レセプタクル）の種類と性能（※）

日本の充填性能目標
80kgの水素を10分程度で充填
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ツインノズル充填プロトコルのメリット （水素充填ネットワーク拡大）

・HD用水素ステーションで従来のLDVの充填が可能
→HD用水素ステーションの普及が進むとLDVが充填できる水素ステーションも増える

・既存の水素ステーションでもHDの充填が可能
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NEDO
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Twin Nozzle Dispenser
(タツノ)

Twin Nozzle Dispenser
(トキコ)

福島水素技術充填研究センター （FTC）
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ご清聴ありがとうございました。
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